
八
世
紀
の
中
頃
か
ら
十
七
世
紀
に
か
け
て
イ
ン
ド
佛
教
の
聖
典
が
チ
・
ヘ

ッ
ト
に
伝
訳
せ
ら
れ
た
。
そ
れ
ら
チ
ベ
ッ
ト
訳
佛
典
を
整
理
集
成
し
て
、

大
蔵
経
と
し
て
編
纂
せ
ら
れ
た
の
は
、
翻
訳
事
業
が
ま
だ
終
結
し
て
い
な

い
十
三
世
紀
に
始
ま
り
、
以
後
何
回
と
な
く
行
わ
れ
た
。
従
っ
て
、
チ
ベ

ッ
ト
大
蔵
経
は
幾
種
類
も
あ
る
が
、
最
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
版
稚
は
、

ナ
ル
タ
ン
四
］
胃
昏
凰
版
、
デ
ル
ゲ
段
①
侭
①
版
、
北
京
版
の
三
大

大
蔵
経
で
あ
る
。

チ
ベ
ッ
ト
の
ナ
ル
タ
ン
寺
に
お
い
て
開
版
さ
れ
た
ナ
ル
タ
ン
版
は
日
本

に
も
比
較
的
多
く
将
来
さ
れ
て
い
る
が
、
概
し
て
紙
質
が
悪
く
印
刷
は
不

鮮
明
で
あ
る
。
デ
ル
ゲ
版
は
完
本
と
し
て
東
北
大
学
、
高
野
山
大
学
な
ど

に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
大
蔵
経
と
し
て
最
も
校
定
の
確
か
な
版
と
し
て
定

評
が
あ
る
・
そ
れ
の
目
録
と
し
て
は
、
一
九
三
四
年
に
東
北
大
学
よ
り
「
東

北
大
学
蔵
、
西
蔵
大
蔵
経
目
録
」
が
刊
行
せ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ナ
ル

タ
ン
古
版
の
系
統
を
伝
え
る
北
京
版
は
渭
朝
の
隆
盛
な
時
代
の
勅
版
で
あ

る
こ
と
よ
り
、
印
刷
装
釘
は
他
の
版
種
に
比
し
て
最
も
鮮
明
豪
華
で
あ
る

Ｈ
｛
く
α
①
葺
日
○
丙
巨
○
戸
色

シ
○
呉
巴
○
媚
匡
の
ａ
号
①
［
旨
甲
困
因
島
昏
旨

９
号
①
国
丙
四
昏
昏
胆
冒
月
旦
目
号
①
国
口

弓
国
宮
国
丙
画

片
野
道
雄

が
、
完
本
と
し
て
は
世
界
に
二
部
し
か
現
存
せ
ず
、
一
部
は
．
〈
リ
の
国
民

図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
、
一
部
は
当
大
谷
大
学
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

を
影
印
複
製
し
た
も
の
が
、
「
影
印
北
京
版
西
蔵
大
蔵
経
」
一
六
八
巻
（
一

九
五
八
年
刊
、
第
一
六
五
’
一
六
八
巻
は
総
目
録
及
び
索
引
）
で
あ
る
。

こ
の
北
京
版
の
詳
細
な
目
録
と
し
て
は
、
既
に
、
一
九
三
○
年
よ
り
一
九

三
二
年
に
わ
た
り
大
谷
大
学
よ
り
「
西
蔵
大
蔵
経
甘
殊
爾
勘
同
目
録
」
が

刊
行
せ
ら
れ
て
お
り
、
一
九
○
八
年
、
一
九
一
五
年
に
、
詞
９
ａ
目

に
よ
っ
て
。
胃
巴
○
ｍ
ロ
①
Ｑ
巨
司
○
口
８
日
旨
詳
四
目
号
厨
国
匡
旨
味
声
⑰
Ｐ
ｐ
の

ｚ
異
５
口
巴
①
（
テ
ン
ギ
ュ
ル
部
）
が
刊
行
せ
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
近
年

一
九
六
五
年
に
は
「
西
蔵
大
蔵
経
丹
殊
爾
勘
同
目
録
」
の
第
一
部
（
経
典

番
号
二
○
○
一
’
二
四
五
一
）
が
大
谷
大
学
よ
り
刊
行
せ
ら
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
ダ
ラ
イ
ラ
マ
第
十
三
世
ト
ゥ
プ
テ
ン
・
ギ
ャ
ム
ッ
ォ
目
目
‐

ず
冨
冨
巨
侭
冒
昌
扇
冒
（
一
八
七
六
’
一
九
三
四
）
は
、
蒙
古
、
中

国
、
イ
ン
ド
な
ど
各
方
面
か
ら
チ
ベ
ッ
ト
大
蔵
経
を
印
刷
し
て
ほ
し
い
と

い
う
要
請
を
受
け
た
。
そ
こ
で
、
中
央
チ
ベ
ッ
ト
に
は
ナ
ル
タ
ン
版
大
蔵

経
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
版
木
が
磨
滅
し
て
い
て
、
不
鮮
明
な
と
こ
ろ
も
あ

り
、
ま
た
、
ナ
ル
タ
ン
版
は
．
ハ
ン
チ
ェ
ン
・
ラ
マ
の
管
理
に
属
し
て
い
た

の
で
、
ダ
ラ
イ
の
中
央
政
府
で
も
大
蔵
経
の
版
木
を
そ
な
え
た
い
と
い
う

強
い
要
望
も
あ
っ
て
、
ダ
ラ
イ
ラ
マ
第
十
三
世
は
一
九
一
三
年
に
イ
ン
ド

か
ら
帰
国
し
て
ラ
サ
に
落
ち
つ
き
、
刻
経
の
計
画
を
進
め
た
。
こ
の
新
刻

の
大
蔵
経
を
他
の
諸
版
と
区
別
す
る
た
め
に
、
刻
処
の
名
を
冠
し
て
便
宜

上
ラ
サ
伊
冨
笛
版
と
呼
ば
れ
る
。

開
版
に
際
し
て
活
字
印
刷
に
し
て
は
と
の
意
見
も
あ
っ
た
が
、
十
三
世

は
、
大
蔵
経
の
よ
う
な
仙
の
金
言
を
便
利
主
義
で
開
刻
す
る
の
は
殊
に
湖

『ー、
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っ
た
社
会
に
永
く
佛
法
を
伝
え
る
た
め
に
適
切
で
な
い
と
し
て
、
ナ
ル
タ

ン
版
の
大
き
さ
で
、
従
来
通
り
の
木
版
で
附
刻
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
伝

え
ら
れ
る
。

ラ
サ
版
大
蔵
経
の
開
刻
は
、
ま
ず
、
カ
ン
ギ
ュ
ル
切
丙
島
揖
冒
拭
部

か
ら
始
め
ら
れ
、
原
稲
の
作
成
に
は
、
ダ
ラ
イ
ラ
マ
御
学
問
所
の
出
仕
デ

ャ
ン
・
ツ
ェ
ン
シ
ャ
プ
国
号
Ｑ
ず
電
四
冨
目
蕨
｝
田
口
普
騨
冨
師
と
、
ブ
リ

ャ
ー
ト
蒙
古
の
学
僧
チ
ュ
ダ
ク
ｏ
ｇ
ｍ
唱
騨
覗
師
が
任
命
さ
れ
、
ナ
ル
タ

ン
、
デ
ル
ゲ
版
な
ど
諸
版
を
底
本
と
し
て
原
稿
作
成
が
進
め
ら
れ
た
。
原

稿
か
ら
開
版
さ
れ
る
ま
で
、
再
三
、
十
三
世
の
校
閲
が
な
さ
れ
、
い
わ
ゆ

る
ラ
サ
版
は
名
実
と
も
に
十
三
世
自
身
の
監
修
に
よ
っ
て
成
っ
た
も
の
で

あ
る
。
十
年
の
歳
月
を
経
て
、
十
三
世
の
命
終
す
る
前
、
々
年
、
カ
ン
ギ
ュ

ル
部
の
版
刻
は
完
成
し
た
が
、
生
前
に
は
刊
行
の
運
び
に
い
た
ら
な
か
っ

た
。
十
三
世
が
更
に
十
年
の
法
寿
を
保
っ
た
な
ら
ば
、
統
い
て
テ
ソ
ギ
ュ

ル
国
黒
色
ロ
高
言
Ｈ
部
も
完
成
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
い
わ
れ
る
が
、
ラ

サ
版
は
つ
い
に
カ
ン
ギ
ュ
ル
部
の
み
の
刊
行
と
な
っ
た
。

こ
の
ラ
サ
版
大
蔵
経
は
カ
ン
ギ
ュ
ル
部
全
百
峡
よ
り
な
り
、
最
後
の
第

百
峡
が
目
録
部
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
目
録
の
形
式
も
ナ
ル
タ
ン
版
、
デ

ル
ゲ
版
な
ど
に
準
じ
た
伝
統
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
更
に
附
録
と
し
て
、

そ
れ
ら
に
は
見
ら
れ
な
い
「
略
目
録
」
が
附
加
さ
れ
て
お
り
、
経
典
名
、

巻
数
、
章
数
、
偶
数
、
葉
数
、
行
数
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
略
目
録
は

蔵
外
文
献
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
様
式
の
も
の
で
あ
る
。
略
目
録
に
よ
る

と
、
目
録
部
を
含
め
て
全
体
の
葉
数
は
四
八
二
六
七
葉
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
ラ
サ
版
の
目
録
と
し
て
は
、
一
九
六
五
年
に
、
高
崎
直
道

編
「
東
京
大
学
蔵
、
ラ
サ
版
チ
ゞ
ヘ
ッ
ト
大
蔵
経
目
録
」
が
東
京
大
学
文
学

部
印
度
哲
学
印
度
文
学
研
究
室
よ
り
刊
行
せ
ら
れ
た
。
そ
れ
に
は
、
ラ
サ

版
に
収
録
さ
れ
て
い
る
す
零
へ
て
の
経
典
名
、
巻
数
、
品
数
、
偶
頌
の
数
、

葉
数
、
行
数
が
記
さ
れ
て
お
り
、
更
に
、
ナ
ル
タ
ン
版
、
デ
ル
ゲ
版
、
北

京
版
、
チ
ョ
ー
ネ
９
』
５
版
な
ど
諸
版
と
の
比
較
に
お
い
て
、
ラ
サ
版

の
経
典
が
諸
版
の
い
ず
れ
に
相
当
す
る
か
、
図
表
形
式
に
よ
っ
て
示
さ
れ

て
い
て
、
チ
ベ
ッ
ト
文
献
を
扱
う
上
に
、
き
わ
め
て
貴
重
な
も
の
が
公
開

さ
れ
た
。
こ
の
貴
重
な
業
績
に
よ
っ
て
わ
れ
わ
れ
は
親
し
く
ラ
サ
版
の
概

要
に
触
れ
得
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
｝
」
の
高
崎
細
「
ラ
サ
版
チ
ベ

ッ
ト
大
蔵
経
目
録
」
に
よ
る
と
、
ラ
サ
版
の
経
典
数
は
八
一
○
経
が
数
え

ら
れ
る
。

こ
こ
に
紹
介
す
る
徳
岡
亮
英
綿
、
ラ
サ
版
チ
・
ヘ
ッ
ト
大
蔵
経
カ
ン
ギ
ュ

ル
目
録
は
、
カ
ン
ギ
ュ
ル
部
、
七
八
峡
、
経
典
番
号
三
六
八
ま
で
の
精
細

な
カ
タ
ロ
グ
で
あ
る
。
徳
岡
氏
は
、
ｚ
２
ゞ
画
国
己
筥
］
目
昌
騨
冒
ぐ
冒
胃
“
に

滞
在
中
、
ダ
ラ
イ
ラ
マ
第
十
四
世
よ
り
同
研
究
所
へ
一
九
五
七
年
に
ワ
ン

セ
ッ
ト
寄
贈
さ
れ
て
い
た
ラ
サ
版
を
底
本
と
し
て
、
そ
の
ラ
サ
版
の
目
録

作
成
に
関
心
を
よ
せ
ら
れ
、
難
事
業
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
つ
い
に
刊
行
可

能
な
と
こ
ろ
ま
で
進
ん
で
い
た
の
で
あ
る
が
、
同
氏
は
刊
行
を
待
た
ず
し

て
諸
般
の
事
情
よ
り
帰
国
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
同
氏
は
印
刷

の
校
正
な
ど
を
、
当
時
同
研
究
所
に
留
学
し
て
い
た
九
州
大
学
の
篠
田
正

成
氏
に
委
託
し
、
一
九
六
八
年
、
同
研
究
所
嗣
言
鳫
冒
］
・
園
閉
ご
名

所
長
と
篠
田
氏
の
協
力
に
よ
っ
て
本
書
は
刊
行
せ
ら
れ
た
模
様
で
あ
る
。

序
文
の
日
付
は
一
九
六
五
年
と
な
っ
て
お
り
、
高
崎
編
の
も
の
と
ほ
ぼ
同

年
の
も
の
で
あ
る
。

本
書
は
、
序
文
三
六
頁
、
及
び
、
経
典
番
号
三
六
八
に
至
る
カ
タ
ロ
グ
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二
二
八
頁
よ
り
な
っ
て
お
り
、
経
典
名
は
チ
ベ
ッ
ト
文
字
で
掲
げ
て
、
峡

名
、
葉
数
、
行
数
が
附
記
さ
れ
て
い
る
。
各
友
の
経
典
名
の
も
と
に
、
第

一
項
に
は
チ
、
ヘ
ッ
ト
訳
経
典
名
の
ロ
ー
マ
ナ
イ
ズ
さ
れ
た
も
の
を
、
第
二

項
に
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
典
名
を
、
第
三
項
に
は
著
者
、
訳
者
、
校

訂
者
な
ど
を
、
第
四
項
に
は
、
「
東
北
大
学
蔵
、
西
蔵
大
蔵
経
総
目
録
」

（
デ
ル
ゲ
版
）
と
、
「
大
谷
大
学
蔵
、
西
蔵
大
蔵
経
甘
殊
爾
勘
同
目
録
」
（
北

京
版
）
の
経
典
番
号
を
、
第
五
項
に
は
、
漢
訳
に
あ
る
も
の
の
中
国
音
の

ロ
ー
マ
ナ
イ
ズ
さ
れ
た
も
の
、
及
び
、
南
条
目
録
の
経
典
番
号
と
、
漢
訳

の
日
本
音
の
ロ
ー
マ
ナ
イ
ズ
さ
れ
た
も
の
、
そ
れ
に
大
正
大
蔵
経
の
経
典

番
号
を
記
し
、
第
六
項
に
は
、
パ
ー
リ
・
テ
キ
ス
ト
に
関
連
す
る
も
の
が

あ
る
場
合
、
吋
昌
弓
①
斡
曾
ｇ
①
ｑ
刊
行
の
経
典
番
号
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
章
分
け
の
あ
る
経
典
に
は
、
チ
ゞ
ヘ
ッ
ト
文
字
及
び
、
そ
れ
の
ロ
ー

マ
ナ
イ
ズ
し
た
も
の
と
、
ロ
ー
マ
ナ
イ
ズ
し
た
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
章
題

を
示
し
、
各
章
の
葉
数
、
行
数
が
示
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、
章
題
を
サ
ン

ス
ク
リ
ッ
ト
に
て
示
し
て
い
る
点
な
ど
は
こ
の
よ
う
な
目
録
の
類
で
は
初

め
て
の
試
み
で
あ
り
、
注
目
に
値
す
る
で
あ
ろ
う
。

本
書
は
更
に
、
上
記
の
各
項
に
関
し
て
詳
細
な
プ
ッ
ト
・
ノ
ー
ト
も
あ

り
、
デ
ル
ゲ
版
、
北
京
版
と
の
相
違
点
や
、
経
典
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原

典
、
或
は
参
考
文
献
類
も
現
段
階
で
可
能
な
限
り
注
意
せ
ら
れ
て
い
て
、

ラ
サ
版
の
目
録
と
い
う
範
囲
を
こ
え
、
チ
ゞ
ヘ
ッ
ト
大
蔵
経
の
目
録
と
し
て

内
容
の
豊
か
な
も
の
で
あ
る
。

前
述
高
崎
編
の
目
録
と
比
較
す
る
に
、
経
典
名
、
或
は
章
題
に
若
干
相

異
す
る
と
こ
ろ
も
見
ら
れ
る
が
、
高
崎
編
の
も
の
は
原
則
と
し
て
ラ
サ
版

の
略
目
録
の
掲
げ
る
題
名
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
よ
り
し
て
、
略
目
録
は

略
名
で
示
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
徳
岡
編
の
も
の
と
若
干
相
異
が
見
ら
れ

る
の
も
当
然
か
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
行
数
の
相
異
も
若
干
見
ら
れ
る
。
例

え
ば
、
経
典
番
号
六
の
経
典
が
徳
岡
編
で
は
己
四
咲
切
ｇ
凹
毎
で
終
る
の

に
対
し
て
、
高
崎
編
で
は
同
葉
四
割
、
経
典
番
号
八
の
経
典
が
勺
騨
峡

裳
い
い
“
で
終
る
の
に
対
し
て
、
高
崎
細
で
は
同
葉
い
『
、
経
典
番
号
十
三

の
経
典
が
。
色
咲
ぢ
っ
四
。
で
終
る
の
に
対
し
て
高
崎
編
で
は
同
葉
凹
『
、

経
典
番
号
十
四
の
経
典
が
嗣
四
峡
昌
鵲
冨
で
終
る
の
に
対
し
て
、
高
崎

編
で
は
同
葉
冨
、
経
典
番
号
三
十
二
の
経
典
が
属
“
映
画
話
四
四
か
ら

始
ま
る
の
に
対
し
て
、
高
崎
編
で
は
同
葉
四
］
な
ど
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ

ら
の
相
異
は
ど
ち
ら
か
の
目
録
の
校
正
ミ
ス
と
思
わ
れ
る
が
、
現
物
を
い

ま
だ
手
に
し
え
な
い
の
で
い
ず
れ
の
ミ
ス
と
も
言
え
な
い
。
経
典
番
号
二

十
の
経
典
は
属
騨
映
隠
⑦
④
割
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
高
崎

編
で
は
程
②
亀
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
高
崎
編
の
校
正
、
、
、
ス
と
思

わ
れ
る
。

先
に
も
述
べ
る
よ
う
に
、
ナ
ル
タ
ン
版
、
デ
ル
ゲ
版
、
北
京
版
、
或
は

チ
ョ
ー
ネ
版
と
い
う
大
蔵
経
と
は
別
に
、
ラ
サ
版
が
、
テ
ン
ギ
ュ
ル
部
を

欠
く
と
は
言
え
、
と
も
か
く
も
新
刻
さ
れ
、
そ
し
て
、
既
に
関
説
し
た
如

く
、
諸
版
の
大
蔵
経
と
の
対
校
を
経
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
ラ
サ

版
は
チ
ゞ
ヘ
ッ
ト
大
蔵
経
の
現
代
の
決
定
版
と
も
言
え
る
歴
史
的
内
容
の
も

の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
ラ
サ
版
自
体
が
そ
う
い
う
歴
史
的
意
味
を
有
す

る
も
の
で
あ
る
だ
け
に
、
そ
れ
の
目
録
で
あ
る
本
書
も
、
た
だ
単
な
る
ラ

サ
版
の
目
録
と
い
う
に
と
ど
ま
ら
ず
、
学
問
的
な
内
容
豊
か
な
も
の
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
歴
史
的
任
務
を
負
う
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の

歴
史
的
任
務
を
充
分
果
し
て
い
る
点
に
つ
い
て
は
二
、
三
紹
介
し
た
通
り

医員
JJ



で
あ
る
。
さ
ら
に
本
目
録
を
管
見
す
る
と
、
校
正
に
も
留
意
せ
ら
れ
た
跡 

が
う
か
が
わ
れ
、
チ
ベ
ッ
ト
大
蔵
経
カ
ン
ギ
ュ
ル
部
の
目
録
と
し
て
、
既 

刊

の

「
大
谷
大
学
蔵
、

片
殊
爾
勘
同
目
録
」
、

高
崎
編
「
ラ
サ
版
大
蔵
経 

目
録
」
と
共
に
、
後
世
に
ま
で
研
究
者
に
大
き
な
便
宜
を
与
え
る
も
の
で

あ
る
。
チ
ベ
ッ
ト
文
献
を
手
に
す
る
者
の
一
人
と
し
て
、
本
目
録
編
纂
者 

の
努
力
に
深
く
感
謝
し
た
い
。
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